
備 考   

・変化物がソーダライムに吸着すると予想されたため、前処理換作を   

考慮し、炭酸ガス吸収剤として水酸化ナトリウム溶液を使用した。  

・被験物質は（水＋被験物質）系において変化し、酢酸（2－0688，K－1101，  

I15．3．23（181）良分解）、re∫仁プチルヒドロペルオキシド（2－022   

4，K－1259，HlO．4．27（232）難分解，Hll．12．10（249）低濃縮）を生成し  
た。   

H3   ？H】  

H3C－C－0－0－C－CH3→ H3C－C－0－OH H3C－COOH   

H】  叫   

被験物質（一部が変化）  r〃ナプチルヒドロ  酢酸  
ペルオキシド  

整理番号 K－1304  （NEDOllO，2－2528）  分 解 度 試 験  

fe∫1∵－プチルペルアセタート（10ト71－1）  事業対象年度  平成17年度  

試験期間  18．1．23～18．4．26  

試験装置  ㊨・挿  

構造式（示性式）・物理化学的性状  
試  験  濃  度  

有機物質 100mg／L   

汚  泥  30 mg／L  

本試験期間  4  週間  H3C‾C－0‾0－C‾CH3  
【  
CH3  BOD 14，14，13（14）％  

一方、（汚泥＋被験物質）系では、被験物質は部分的に分解され、とer仁  

プチルアルコール（2－3049，K－158，S51．3．25（22）難分解，S52．1，17（29）  

低濃縮）が生成し、残留した。   100，100，100（100）％  

分子式 C6H1203  分子量 132．16  CH3 Hコ  

H3C‾C‾0‾0‾C－CH3→ H3C－C－OH   

H3  CH, 

HユC‾COOH  
純 度＊150．5％  外 観  無色透明液体  

不純物＊l（物質乳 含有率）   

脂肪族炭化水素 49．5％  

溶解度（対水，その他）   

対水＊3 5360mg／L（25℃）   

対酢酸エチル10g／L以上  

被験物質（全て変化）  r訂トプチルアルコール（汚泥＋被験物質）  

系では分解  
審査部会  第 56 回  

18年 7月21日開催  

融 点  測定不可（純度が低いため）  変化物である酢酸及びrerトプチルヒドロペルオキシドの一部が炭酸  

ガス吸収剤に吸着された。  
不純物である脂肪族炭化水素が水に溶解しないため、培養終了後の試験  

掛こ不溶物が認められた。よって、TOCによる分解度は算出しなかった。  

1－オクタノール／水分配係数  

log Kow＝1．44半4  

備 考   

1．回収率  

（水＋被験物質）系 96．2％  
（汚泥＋被験物質）系 84．4％   

2．実施機関  

・財団法人化学物質評価研究機構   

3．特記事項  

・入手試料は被験物質純度50．5％   

の脂肪族炭化水素溶液である。  

沸 点＊2 50～51℃（15mmHg）  

比 重＊2 d三00．9415  

LD50＊5 675mg／kg（ラット、経口）  

IRチャートの有無 ㊥・無  

低密度ポリエチレン、スチレン  メタクリレート、ジアリ  用 途＊5  
ルフタレートの重合開始剤、不飽和ポリエステルの硬化剤  

生産量（年）  

試 料  購入先 Aldrich Chemical  

経済産業公報発表年月日  年  月  日  

＊1Aldrich Chemical添付資料による  
＊4 Kowwin vl．67による計算値。  

＊2 有機化合物辞典（講談社）による。  ＊3 ThePhysicalPropertiesDatabase（Jan．2000）（SyracuseResearch Corporation）による。  

＊514705の化学商品（化学工業日報社）による。  
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濃縮度試験契約  年  月  日            濃縮度試験契約  年  月  日  毒 性 試 験   

試験期間  試験期間  年 月 日   
依  

試廟装置標・揮ILC50値  mg′L（hr）魚種 ）            試験装置標・揮LC50値  mg′L（hr）魚種（ ）   

水槽設定濃度（）  
頼  

水槽設定濃度（ ）  

分  分 散 剤  
被験物質  被験物質  経過  

第1濃度区  第1濃度区  

第2濃度区  第2濃度区  

第3濃度区  第3濃度区  

濃縮倍率  託魚種（）            濃縮倍率  脂質含有率買学芸 認魚種（）  

日周   日後  日後   日後   日後  日後   日後  日後   日後   日後   

水槽濃度（）  

第  
水槽濃度（）  

第 ロ  ロ  

第  
水槽濃度（′  

第  
水槽濃度（）  

2  

2  

水槽濃度（）  
第  第  
3   3  

審査部会 第56 回18年  7月 21日 開催            審査部会 第  回  年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考  備 考   

fer仁プチルアルコールから類推  

［実施機関］財団法人化学物質評価研究機構  
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整理番号 K－1596（NEDO122，9－0764，9－2030）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験   

Ⅳ－ステアリルーD－グルコンアミド（18375－66－1）  契 約   13年 4月 6日    契 約  年  月  日    契 約  牛・ 月  日  

試験期間  14．1．22～14．4．12    試験期間  試験期間  

試鵬置   ㊥・姦  試験装置  標 ・ 揮  試験装置  標 ・ 揮   

構造式（示性式）・物理化学的性状  試  験  濃  度  試  験  濃  度  試  験  濃  度  

CONH－（CH2）17CH3  被験物質 100mg／L  被験物質  mg／L  被験物質  mg／L  
l  

HC－OH  

l  

汚  泥  30mg／L  汚  泥  mg／L  汚  泥  mg／L  
HO－CH  

I   

本試験期間  4 週間    本試験期間  週間    本試験期間  週間  
HC－OH  

l  間  
HO－CH  間  

l   

CH20H  試  按   試  按  試  接  

験  

験 結 果  結  

分子式C24H49NO6 分子量447．65  果   果  

接   接  按  

純 度＊195％   外 観  白色粉末  

不純物（物質名，含有率）  溶解度（対水，その他）  審査部会  第14 回  審査部会  第  回  審査部会  第  回  

残り5％は不明  対水0．124pg／L（25℃）  
（カラム溶出法）  14年 5月29日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   

融 点＊1144～150℃  判 定  難分解性  判 定  判 定   

沸 点  測定不可   1一オククノール／水分配係数  備 考  備 考   

logKow＝5．39＊2   
1．回収率  

密 度 1，113g／cm3（20℃）   （水＋被験物質）系100％  

LD50   解離定数  （汚泥＋被験物質）系100％  

解離基なし   
IRチャートの有無（奉・無   2．実施機関  

・株式会社三菱化学安全科学研究所  

用 途＊1難燃剤   

生産量（年）   

試 料   

経済産業公報発表年月日  年  月  日   

＊1日本精化添付資料による。  ＊2 Kowwin vl．67による計算値。  
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濃縮度試験  事業対象年度  平成17年度  濃縮度試験  毒 性試 験   

試験期間  17．11，11～18． 2．21            試験期間  
年 月 日   

依  

試験装置㊥・拝卜c50値〉1・50mg／L（96hr）魚種（ヒメダカ）            試験装置標・挿ILC50値  
mg／L（hr）魚種（ ）   

頼  
水槽設定濃度  水槽設定濃度（ ）  

被験物質  分 散 剤  分 散 剤  
被験物質  

経過  
テトラヒドロ  

（一昭／L）                                    HCO－40（ドg几）     フラン（ト釘L）   ジメチルスル 

第1濃度区   0．1  5  5  10  第1濃度区  

第2濃度区   0．01  0．5  0．5  10  第2濃度区  

第3濃度区  第3濃度区  

濃縮倍率  脂質含有率二魚種（コイ）            濃縮倍率  脂質含有率雷撃霊  芝魚種（）  

12日後   25日後  39日後   49日後   60日後      日後   日後  日後   日後   日後   

水槽濃度（ドg／L）   0．108   0．0887  0．0902   0．105   0．0902   水槽濃度（）  
第  第  
ロ  ロ  倍  率  

840   860  880   860   650  

水槽感度（pg／L）   0．0109   0．00908  0．00916   0．0100   0．00937  
第  第  
2  

2   

倍  率  

700   860  730   860   700  

水槽濃度（）  水槽濃度（）  

第  第  
3  

3  

審査部会 第 56 回 18年  7月 21日 開催            審査部会 第  回  年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考  備 考   

［定常状態における濃縮倍率］第1濃度区790倍   

第2濃度区730倍  

［回収率】 ［定量下限濃度］  

試験水86．6％ 試験水第1濃度区0．0091トg／L   

第2濃度区0．00091pg／L  

供託魚87．1％ 供試魚 1．9ng／g  

［実施機関］財団法人化学物質評価研究機構  
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整理番号 K－1626  （NEDO 269，5－0961）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験   

1－アミノエチルピベラジン（140－31－8）  事業対象年度  平成15年度    契 約  年  月  日  契 約  年  月  日  

試験期間  15．10．24～15．12．26    試験期間  試験期間  

試験装置  ㊥・挿  試験装置  標 ・ 揮  試験装置  標・揮   

構造式（示性式）・物理化学的性状   試  験  濃  度  試  験  濃  度  試   験  濃  度  

被験物質 100mg／L  被験物質  mg／L  被験物質  mg／L  

′「   
汚  泥  30mg／L  汚  泥  mg／L  汚  泥  mg／L  

NH NH2CH2CH2－NJ  本試験期間  4 週間    本試験期間  週間    本試験期間  週間  

間  間  

試  
按   

試  
按  

試  
按  

験  

験 結 果  結  

分子式C6H15N3 分子量129．20  果   果  

按   按  接  

純 度＊199．6％   外 観  無色透明液体  

不純物＊l（物質名，含有率）   溶解度（対水，その他）   審査部会  第 34 回  審査部会  第  回  審査部会  第  回   

残り0．4％は不明   対水＊2 1000g／L以上（20℃）   
16年 5月28日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   

融 点＊2 －18℃  判 定  難分解性  判 定  判 定   

沸 点＊2 222℃（1013hPa）   1－オククノール／水分配係数  備 考  備 考   

logPowく0．3（pHll．0）  1．回収率  
密 度＊10．983g／cm3（20℃）   （肝LC法）   （水＋被験物質）系94％  

LD50   
解離定数＊二】（25℃）   （汚泥＋被験物質）系94％  

pIくa＝9．55，8．44   

IRチャートの有無 ㊨・無   2．実施機関  

・広栄テクノサービス株式会社  

用 途＊4 輸出、接着剤、洗剤等、殺虫剤・殺菌剤等   

生産量＊4（13年） 製造及び輸入100～1，000t未満   

試 料  購入先 和光純薬工業 和光一級   

経済産業公報発表年月日  年  月  日   

＊1和光純薬工業添付資料による。 ＊2InternationalUniformChemicalInformationDatabase（EuropeanChemicalsBureau）（Edition2000）による。   
1961，壁，1062による。 ＊4 化学物質の製造・輸入量に関する実態調査による。  ＊3J．M．Pagano，D．E．Goldberg，and W．C．Fernelius，  J．Phys．Chem．，  
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濃縮度試験  事業対象年度  平成17年度  濃縮度試験  毒 性 試 験   

試験期間  18． 2． 8 ～18． 3．10            試験期間  年 月 日   
依  

試験装置標・揮c50値  mg／L（hr）魚種（  試験装置標・拝LC50値  mg／L（hr）魚種（ ）   

水槽設定濃度（）  水槽設定濃度（ ）  
頼  

分散剤 分 散 剤  
被験物質  被験物質  経過  

第1濃度区  第1濃度区  

第2濃度区  第2濃度区  

第3濃度区  第3濃度区  

濃縮倍率  
魚種（）            濃縮倍率  脂質含有率琵苧霊 芝魚種（）  

日後   日後  日後   日後  日後  日後   日後   日後   

第  
水槽濃度（）  

第  
水働度（）  

ロ  ロ  

第  
水閻度（／  

第  
水槽羨度（）  

2  2  

第  
水靡度（）  

第  
水槽襟度（）  

3  3  

審査部会 第 56 回18年  7月 21日 開催  審査部会 第  回  年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考   備 考   

分配係数から類推  

［実施機関〕財団法人化学物質評価研究機構  
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整理番号 K－1662  （NEDO 238，9－2190）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験   

5－（1－メチルエチル）イミグゾリジンー2，4－ジオン  事業対象年度  平成14年度    契 約  年  月  日  契 約  年  月  日   

（16935－34－5）  試験期間  14．7．26～14．12．16    試験期間  試験期間  

試験装置  ㊨・揮  試験装置  標 ・ 揮  試験装置  標 ・ 挿   

構造式（示性式）・物理化学的性状  試  験  濃  度  試   験  濃  度  試  験  濃  度  

有機物質 100mg／L  被験物質  mg／L  被験物質  mg／L  

汚  泥  30mg／L  汚  泥  mg／L  汚  泥  mg／L  

本試験期間  4 週間    本試験期間  週間    本試験期間  週間  

H函  間  間  

試  試  
接  

試  
接  

分子式C6HlON202 分子量142．16  
験 結 果  

験  

結  

組成式C5．76HlO．3N2．0902．00（元素分析による）  果   果  

按   接  接  
純 度＊153．68％   外 観  白色の結晶性粉末  

不純物＊l（物質名，含有率）  溶解度（対水，その他）  審査部会  第 22 回  審査部会  第  回  審査部会  第  回  

残り46．32％は不明  対水25．Og／L（25℃）  
15年 3月 24日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   

融 点＊2147．5～148．5℃  判 定  難分解性  判 定  判 定   

沸 点  混合物のため測定不可  1一オクタノール／水分配係数  備 考  備 考   

logPow〈0．5（pH7．0）  
1・ 

1．回収率※  

密度（実）   （HPLC法）   
（水＋被験物質）系100％  

LD50   解離定数（20℃）   （汚泥＋被験物質）系100％  

PKa＝9．46  ※試験液を直接分析機器に導入。  
IRチャートの有無 ㊨・無   （滴定法）  

用 途   
2．実施機関  

・財団法人化学物質評価研究機構  

生産量＊3（13年） 製造及び輸入100～1，000t未満   
3．特記事項  

試料  購入先 AldrichChemical   ・TODは組成式から算出した。  

経済産業公報発表年月日  年  月  日   

＊1肝LCによる。  ＊2 Beilstein Handbook of Organic Chemistryによる。   ＊3 化学物質の製造・輸入量に関する実態調査による。  
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濃縮度試験  事業対象年度  平成17年度  濃縮度試験  毒 性試験   

試験期間  17．11．28 ～18． 4．19            試験期間  年 月 日   
依  

試験装置標牒LC50値  mg／L（h；）魚種（  試験装置標・揮c50値  mg／L（hr）魚種（ ）   

頼  
水槽設定濃度（）  水槽設定濃度（ ）  

分 散 剤  分 散 剤  
被験物質  被験物質  経過  

第1濃度区  第1濃度区  

第2濃度区  第2濃度区  

第3濃度区  第3濃度区  

濃縮倍率  魚種（）            濃縮倍率  

脂質含有率毘竿霊 芝魚種（）  
日後   日後  日後   日後   日後  日後   日後  日後   日後   日後   

水槽濃度（）  水槽濃度（）  

第  第  
ロ  ロ  

水働要（／  瑚掩度（）  
第  第  

2  
2  

水靡度（）  
第  

水槽濃度（）  

第  
3  

3  

審査部会 第 56 回 18年  7月 21日 開催  審査部会 第  回  年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考   備 考   

分配係数から類推  

［実施機関］財団法人化学物質評価研究機構  
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整理番号 K－1686  （NEDO 255，2－2012）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験   

2一エチルヘキシル＝水素＝（2－エチルへキシル）ホスホナート  事業対象年度  平成15年度    契 約  年  月  日  契 約  年  月  日   

（14802－03－0）  試験期間  15．11．4～16．2．20    試験期間  試験期間  

試験装置  ㊥・揮  試験装置  標 ・ 揮  試験装置  標・揮   

構造式（示性式）・物理化学的性状   試  験  濃  度  試   験  濃  度  試  験  濃  度  

被験物質 100mg／L  被験物質  mg／L  被験物質  mg／L  
CH2CH3   

l  汚  泥  30mg／L  汚  泥  mg／L  汚  泥  mg／L  
C“3  

本試験期間  4 週間    本試験期間  週間    本試験期間  週間  

H芸芸 l  間  間  

CH2CH3  
試  試  

試  接  

験  験  
結  結  

分子式C16H：1503P 分子量306．42  果  験 結 果   果  
按   接  接  

純 度＊195．7％（滴定法）   外 観  無色～淡黄色透明液体  

不純物＊1（物質名，含有率）  溶解度（対水，その他）  
2－エチルヘキシルホスホン盈ジーZ－エチル′＼キンノン2．4％  

審査部会  第 34 回  審査部会  第  回  審査部会  第  回   

2－ニチインヘキシルホスホン酸（2－1995）   

対水9．94mg／L（フラスコ法）（25℃）  
対メタノール10g／L以上  16年 5月28日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   
対クロロホルム10g／L以上  

融 点＊1－50℃以下  判 定  難分解性  判 定  判 定   

沸 点  262．3℃（大気圧）   1－オクタノール／水分配係数  備 考  備 考   

logKow＝6，09＊2   

比 重＊Io．954（20℃）   
1．回収率  

LD50＊1〉2，000喝／kg（ラット経口）  解離定数＊3  （水＋被験物質）系96．5％  

pIくa＝2．92   （汚泥＋被験物質）系94．7％  

IRチャートの有無 ㊨・無   
2．実施機関  

用 途＊4 金属抽出剤   ・財団法人化学物質評価研究機構  

生産量（年）   

試 料   

経済産業公報発表年月日  年  月  日   

＊1提供者添付資料による。 ＊2Kowwinvl．67による計算値。 ＊3Pallas3．OforWindows（CompuDrug社製）による計算値 ＊414705の化学商品（化学工業日報社）による   
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濃縮度試験  事業対象年度  平成17年度  濃縮度試験  毒 性 試 験   

試験期間  17． 8．22 ～17．10．19            試験期間  年 月 日   
依  

試験装置㊧・揮JLC50値〉10・Omg／L（96hr）魚種（ヒメダカ）            試験装置標・揮ILC50値  mg／L（hr）魚種（ ）   

水槽設定濃度（pg／L）  水槽設定濃度（ ）  
頼  

分 散 剤  分 散 剤  
被験物質  〝〟－ジメチル  被験物質  経過  

HCO－40     ホルムアミド  

第1濃度区   100  1000  47000  第1濃度区  

第2濃度区  10  100  47000  第2濃度区  

第3濃度区  第3濃度区  

濃縮倍率  脂質含有率…：…魚種（コイ）            濃縮倍率  脂質含有率監守霊 託魚種（）  

7日後   10日後  17日後   23日後   28日後      日後   日後  日後   日後   日後   

第  
水槽濃度（pg／L）   103   99．2  91．6   90．2   90．7   

第  
瑠曹濃度（）  

ロ  
ロ  倍  率  

1．4   ’1．1  1．8   2．5   1．4  

第  
水働度（けg／L）   9．48   9．62  9．06   9．96   10，0   

第  
水働度（）  

2  乱6  

≦6．0   7．4  6．2  
2  

第  
水槽濃度（）  

第  
水槽濃度（）  

3  

3  

審査部会 第 56 回18年  7月 21日 開催  審査部会 第  回  年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考  備 考   

〔ばく露期間における濃縮倍率］第1濃度区≦0．60～2．5倍   

第2濃度区≦6，0～26倍  

［回収率］ ［定量下限濃度］  

試験水100％※ 試験水第1濃度区4．7pg／L   

第2濃度区0．47いg／L  

供託魚81．4％ 供試魚 58ng／g  

［実施機関］財団法人化学物質評価研究機構  

※試験水を希釈して分析機器へ導入。  
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整理番号 K－1688  （NEDO 257，5－0777）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験   

2，2，6，6－テトラメチルー4－オキソビペリジン （826－36－8）   事業対象年度  平成15年度    契 約  年  月  日  契 約  年  月  日  

試験期間  15．9．18～15．12．19    試験期間  試験期間  

試験装置  ㊥・揮  試験装置  標 ・ 揮  試験装置  標 ・揮   

構造式（示性式）・物理化学的性状  試  験  濃  度  試  験  濃  度  試  験  濃  度  

被験物質 100mg／L  被験物質  mg／L  被験物質  mg／L  

汚  泥  30mg／L  汚  泥  mg／L  汚  泥  mg／L  

H3C黒CH3 H3CCH3   

本試験期間  4 週間    本試験期間  週間    本試験期間  週間  

間  間  

0  試  接   試  接  試  接  

験  

験 結 果  結  

分子式C！）Ht7NO 分子量155．24  果   果  

接   接  接  

純 度＊199．8％（一水和物として）  外 観  淡黄色結晶  

不純物＊1（物質名，含有率）  溶解度（対水，その他）  審査部会  第 31回  審査部会  第  回  審査部会  第  回  

その他不明0．2％  対水100g／L以上（25℃）  
16年 1月30日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   

融 点＊160．8℃  判 定  難分解性  判 定  判 定   

1－オクタノール／水分配係数  備 考  備 考   沸 点＊2 205～210℃（10hPa）  
logPow＝0．6（pHlO．0）  

密 度＊2 0．9g／cm3（50℃）   （肝LC法）   1，回収率※  

LD50   解離定数（20℃）   （水＋被験物質）系100％  
pKa＝7．77（滴定法）   （汚泥＋被験物質）系100％  

IRチャートの有無 ㊨・無   ※試験液を直接分析機器に導入。  

用 途   
2．実施機関  

生産量（年）   ・株式会社三菱化学安全科学研究戸  

試 料  購入先 東京化成工業 TC卜GR   

経済産業公報発表年月日  年  月  日   

＊1東京化成工業添付資料による。  ＊2InternationalUniformChemicalInformationDatabase（EuropearlChemicalsBureau）（Edition2000）による。   
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濃縮度試験  事業対象年度  平成17年度  濃縮度試験  毒 性試 験   

試験期間  18． 1．19 ～18． 2． 8            試験期間  
年 月 日   

依  

試験装置標・拝LC50値  ng／L（hr）魚種（  試験装置標・洋LC50値  mg／L（hr）魚種（ ）   

額  
水槽設定濃度（）  水槽設定濃度（ ）  

分 散 剤  分 散 剤  
被験物質  被験物質  経過  

第1濃度区  第1濃度区  

第2濃度区  第2濃度区  

第3濃度区  第3濃度区  

濃縮倍率  
脂質含有輝霊 認魚種（）            濃縮倍率  脂質含有率畏芋窪 認魚種（）  

日後   日後  日後   日後   日後  日後   日後  日後   日後   日後   

水槽濃度（）  水槽濃度（）  

第  第  
ロ  ロ  

水槽濃度（／  
第  

水槽濃度（）  

第  
2  2  

水肇療（）  水愉た度（）  

第  第  
3  

3  

審査部会 第 56 回 18年  7月 21日 開催  審査部会 第  回  年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考   備 考   

分配係数から類推  

［実施機関］財団法人化学物質評価研究機構  
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